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今
回
は
、

弘
前
公
園
四
の
九

に
鎮
座
す
る
青
森
県
護
回
神
社

に
つ
い
て
紹
介
し
よ
う
。

同
社

は
、
１
８
７
０

（明
治
３
）
年

に
、

弘
前
城
下
に
隣
接
す
る
富

田
村

（現
弘
前
市
清
水
富
円
周

辺
）
の
杉
林
に
、

弘
前
藩
に
よ

っ

て
創
建
さ
れ
た

「招
魂
堂
」
が

起
源
で
あ
る
。

そ
の
後
、
８
８

（明
治
２‐
）
年
１２
月
の
弘
前
市

上
白
銀
町
（現
藤
田
記
念
庭
園
）

へ
の
移
転
を
経
て
、
１
９
１
０

（明
治
４３
）
年
１
月
、

現
在
地

に
移
転
し
た
。

な
お
、

同
社
は

３
９

（昭
和
１４
）
年
３
月
の
内

務
省
合
に
よ

っ
て
「護
回
神
社
」

に
改
称
さ
れ
た
が
、

そ
れ
以
前

は

「招
魂
社
」
と

い
う
名
称
で

あ

っ
た
。

以
下
、

招
魂
社
で
表

記
を
統

一
す
る
。

さ
て
、

こ
の
よ
う
な
変
遷
の

な
か
で
、
１
８
７
１

（明
治
４
）

年
９
月
か
ら
７
３

（明
治
６
）

年
３
月
に
か
け
て
は
、

同
社
存

続
の
危
機
で
あ

っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
７
１

（明
治
４
）
年
７

月
に
明
治
政
府
が
布
告
し
た
廃

藩
置
県
に
よ
り
、
９
月
に
弘
前

藩
は
解
体
さ
れ
、

県
庁
移
転
や

合
併
等
を
経
て
青
森
県
が
誕
生

し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、

旧
落
時

代
の
宗
教
支
配
体
制
も
解
体
さ

れ
、

明
治
政
府
に
よ
る
国
家
神

道
政
策

（伊
勢
神
宮
を
頂
点
と

し
た
神
社
階
級
の
設
定
や
和
職

の
官
党
化
な
ど
）
が
反
映
さ
れ

Э

た
新
た
な
神
社
制
度
が
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
。

こ
う
し
た
政
治

的
　
宗
教
的
な
大
変
革
に
巻
き

込
ま
れ
る
形
で
、

弘
前
の
招
魂

社
は
神
職
の
管
理
が
及
ば
な
く

な
り
、

荒
廃
し
て
い
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
荒
廃
し
た
招
魂

社
を
再
興
し
よ
う
と
す
る
人
が

い
た
。

弘
前
熊
野
宮

（現
熊
野

奥
照
神
社
）
神
主
の
長
利
仲
聴

区
の
神
社
を
ｌ
ヶ
月
交
代
で
総

括
管
理
す
る
役
目
を
務
め
た
。

４
月
担
当
の
小
野
は
、

県
の

計
可
を
も
ら

つ
て
弘
前
招
魂
社

塊
内
の
清
掃
を
行
う
な
ど
、

同

社
の
環
境
整
備
に
客
め
た
。

ユ

５
月
に
は
、

担
当

の
長
利
に

よ

っ
て
招
魂
崇
が
洋
行
さ
れ

た
。
こ
う
し
て
招
魂
社
は
か
れ

ら
の
手
に
よ

っ
て
整
備
　
再
典

さ
れ
る
に
い
た

っ
た

の
で
あ

る
。

同
社
が
青
森
県
護
国
神
社

と
し
て
現
在
ま
で
存
続
し
て
い

る
背
京
に
は
、

か
れ
ら
の
尽
力

が
あ

つ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

～
お
詫
び
と
訂
正
～

本
誌
５
４
６
号

（２
０
１
３

年
１０
月
号
）
掲
載
の

「
青
森
県

史
の
各
９７
　
旧
相
馬
村
湯
口
の

覚
応
院
」
に
お
い
て
、相

馬
村

岩
木
町
の
弘
前
市
と
の
合
併
の

年
月
日
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し

た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

誤
）
２
０
０
５

（平
成
１７
）
年

３
月
殊
日

正
）
２
０
０
６

（平
成
１８
）
年

２
月
冴
日

弘前公園四の丸に鎮産する言森県講国神社
(2012年5月 6日 蔦 谷大輔撮影)

と
、

弘
前
八
幡
宮
神
上

の
小
野
正
房

で
あ
る
。

か
れ
ら
は
、

明
治
維
新

以
前
は
両
社
家
頭
と
し

て
椿
内

の
神
職
を
支

配
　
統
制
す
る
役
目
を

負

っ
て
い
た
。
さ
ら
に

か
れ
ら
は
、
６
９

（明

治
２
）
年
６
月
、

年
和

野
大
量
場
で
挙
行
さ
れ
た
最
初

の
招
魂
祭
に
お
い
て
祭
二
と
副

祭
上
を
務
め
る
な
ど
、

招
魂
奈

や
招
魂
社
創
建
に
も
関
与
し
て

い
た
。

７
３

（明
治
６
）
年
３
月
、

青
森
県
は
旧
藩
時
代
の
神
職
を

解
体
し
、

翌
月
に
は
新
た
な
神

社
制
度
に
基
づ
い
て
神
職

（神

官
）
の
任
命
と
再
配
置
を
行

っ

た
。

長
利
と
小
野
は
、

弘
前
地

前
招
魂
社
の

危
機
を
救
っ
た
神
職

早
史
編
さ
ん
グ
ル
ー
プ
非
常
勤
唱
託
貝
）


